開発行為に伴う消防水利に関する覚書

　滝川地区広域消防事務組合長（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　（以下｢乙｣という。）との間において、平成　　年　　月　　日付開発行為に伴う設置届けのあった敷地内設置消防水利（　　　　　　　）は、乙に帰属するため、この管理及び使用について、次のとおり覚書を交換する。

第１条　乙は、敷地内設置消防水利を、次の各項に定めるところにより管理するものとする。

　　（１) 消防水利、付帯設備（水利標識・給水設備・採水管・通気管等）及び用地の管理
　　　　を行うものとする。

　　（２）敷地内消防水利の管理担当者をあらかじめ定めておくものとする。

　　（３）消防水利は、常時使用可能な状態に維持しておくものとする。

　　（４）屋外採水口の周囲５メートル以内には障害物となるような物を設置及び放置しな

　　　　いこととする。

第２条　甲は、乙の管理する消防水利を、次の各項に定めるところにより使用する。

　　（１）消防水利を使用するとき、また、使用時の消防車両の敷地内乗り入れの承諾は不

　　　　要とする。

　　（２）消防水利の使用後については、安全を確認し、乙の消防水利管理担当者に連絡す
　　　　るものとする。

第３条　この覚書に関し、疑義または改廃の必要が生じた場合は甲、乙協議して定めるもの

　とする。

第４条　この覚書は２通作成し、当事者記名押印のうえ、各自その1通を保存する。

　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　甲　滝川市緑町２丁目２番３１号

　　　　　　　　　　滝川地区広域消防事務組合

　　　　　　　　　　　組合長　　　　　　　　　　　　　　　　印

　

　　　　　　　　乙　住　所
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印

